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未 来 へ つ な ぐ 持 続 可 能 な ま ち づ く り
～ スマートタウン構築とゼロカーボンかみしほろの実現 ～



北海道バルーンフェスティバル

ナイタイテラス

タウシュベツ川橋梁

4,821 人
※ 同上2,558 世帯

北海道上士幌町 概要

１

696.00㎢ ※東京23区の面積617㎢

ナイタイ高原牧場

基幹産業

人 口

世 帯 数

総 面 積
帯 数

農業（酪農、畜産、畑作が盛ん）
※人口約５，０００人に対し、牛約４0，０００頭飼養!

観光 (日本一広い公共牧場など観光資源が豊富)
町の特徴

▶2020年 第4回ジャパンSDGsアワード内閣官房⾧官賞受賞!
▶2021年 「ＳＤＧs未来都市」&「自治体SDGsモデル事業」に選定

ＳＤＧsの視点を取り入れた持続可能なまちづくりに挑戦!

地方創生に取組み、人口減少に歯止めや若年層の移住者率アップ!

自動運転バスやドローン（商品配送など）の取組など実践中!
家畜ふん尿による資源循環型農業とバイオガス発電の地産地消!

搾乳ロータリーパーラー

※令和5年3月末現在



上士幌町地域脱炭素の取組6

２

2022年(令和4年) 第1回脱炭素先行地域に選定
全26地域の中唯一、町内全域を対象とした脱炭素化を提案!

・太陽光発電のほか、地域資源である畜産バイオガスプラントによる再エネ電源

野心的な提案と評価!

・既に実績のある『かみしほろ電力』の域内供給
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①かみしほろ電力の域内供給の拡大 ②太陽光発電等再エネ導入支援事業 ③役場庁舎の耐震改修とＺＥＢ化

④役場庁舎及び周辺公共施設の
マイクログリッド化

⑥ＳＤＧｓっポイント制度の構築

<主なプロジェクト>

⑤上士幌型脱炭素住宅建設事業

令和５年度 基本設計 令和６年度以降 導入工事・運用

・平常時 ～ 太陽光発電と蓄電池による再エネの有効活用を図る。
・災害時 ～ 役場庁舎等防災拠点となる主要な公共施設に電力を

供給し、レジリエンス強化を図る。

・上士幌型ＺＥＨ住宅支援制度の創設（令和５年度～）

【役場庁舎改修に向けた視点】
○ＳＤＧｓ・脱炭素の視点

改修、維持管理で排出されるCO2の最小限化
→ 改修方針（一部減築・一部新築）の決定

○ライフサイクルコストの最適化と合理的な⾧寿命化
再エネ設備の導入、建物の断熱化や設備システムの効率化、
地中熱ヒートポンプなどの導入

○防災拠点としてのレジリエンス強化
太陽光と蓄電池によるマイクログリッド構築により安定した
電力の確保

太陽光等導入資金貸付制動の創設 [令和５年度新規]
・地元金融機関と連携で、再エネ設備導入を後押し!!
・自己負担分の資金を無利子（町負担）で支援
・最大１５０万円の貸付

（令和４年度～）

令和５年度システム構築 令和６年度４月～運用開始予定
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<地域脱炭素の取り組みに係る課題>

<企業様にお願いしたいこと>

<企業様のメリット>

▶ 企業版ふるさと納税での寄付協力
【寄付の活用方法】
▶ 脱炭素先行地域づくり事業の各プロジェクトへの充当

例: ③役場庁舎の耐震改修とＺＥＢ化 ～ ＳＤＧｓと脱炭素の視点を取り入れた庁舎
④マイクログリッド構築事業 ～ レジリエンス強化
⑥ＳＤＧｓポイント制度の構築事業及び運用に係る経費 ～ 住民の意識改革、行動変容

1) ＳＤＧｓ・社会貢献企業としてのＰＲ＝企業のイメージ向上(町ＨＰや広報紙等に企業名を掲載)
2) 感謝状の贈呈（50万円以上が対象）
3) 地方の小規模自治体が生き残るための後押しにより、企業評価のさらなるアップ。

▶ 新規の発電事業及び熱利用事業への充当 など

▶ 脱炭素先行地域としての各プロジェクトの着実な遂行及び前倒し的な実施。
▶ 全国モデルとして「脱炭素ドミノ」に大きく貢献するとともに、特に農村部における小規模

自治体としての成功事例の達成。
▶ 行政だけでは目的を達成できないため、住民や企業、団体など町全体が一体となって取り組む
必要がある。

そのため、住民等の意識改革や行動変容へとつなげていくことが必要となっている。


